
中国春季リーグ戦男子 1部 Final stage結果報告 

 

広島大学体育会バレーボール部同窓生の皆様 

（同窓会連絡フォームへ登録いただいた皆様及び同窓会やコートの仲間等でご連絡いただ

いた皆様へお送りしています。） 

 

いつも大変お世話になっております。 

広島大学体育会バレーボール部です。 

 

5/11、12 に広島経済大学石田記念体育館において、男女 1 部 Final stage が開催されまし

た。 

広島大学男子の結果は、以下のとおりです。 

 

vs 島根大学 

〇3-0（25-18、26-24、25-21） 

vs 東亜大学 

●0-3（12-25、18-25、9-25） 

vs 広島工業大学 

〇3-0（25-16、25-18、25-18） 

 

（男子最終順位） 

１位 東亜大学 10 勝 0 敗 

２位 福山平成大学 8 勝 2 敗 

３位 広島大学 5 勝 5 敗 

４位 広島経済大学 5 勝 5 敗 

５位 島根大学 1 勝 9 敗 

６位 広島工業大学 1 勝 9 敗 

 

（女子最終順位） 

１位 環太平洋大学 9 勝 1 敗 

２位 中国学園大学 7 勝 3 敗 

３位 広島国際大学 6 勝 4 敗 

４位 至誠館大学 5 勝 5 敗 

５位 広島文化学園大学 3 勝 7 敗 

６位 福山平成大学 0 勝 10 敗 

 



（広大バレー部 X（Twitter）） 

https://twitter.com/hirodaiVOLLEY 

 

リーグ戦を通してセンターラインが安定せず、これまでよりもラリーになることが多くな

り、思うように得点できない 10 試合だったと思います。勝った試合でも終盤までもつれる

セットがほとんどで、お互いにミスを重ねながらも、最後の取るべき 1 点を広大が取って

勝った、そんな戦いぶりが目立った春リーグでした。とにかく我慢が求められる状況の中で、

チームを支え続けたのが保坂（4 年・広島・修道高校）のレシーブでした。キャッチの本数

は全チームトップとなり、チームでは約半数のサーブを受け続けましたが、見ていて率直に、

崩れる感じがしませんでした。昨秋とは体の状態が全く違い、地道に積み上げてきたものが

揺るがない土台となっていて、相手の攻撃を受けるポジションながら、その姿は躍動感に溢

れていました。スパイクでも相手のブロックをよく見て打ち分け、特に速い平行の力強さに

は大きな成長を感じました。保坂はムードの面でもコート上になくてはならない存在であ

り、1 年生をはじめ、多くの選手にとって学ぶべきところが多い、上級生としてのお手本を

示してくれています。 

 

その保坂とともに、チームを牽引したのはやはり山下（3 年・広島・安古市高校）でした。

東亜大学戦では 3 本連続でサービスエースを奪い、またしても信じられないプレーをやっ

てのけましたが、山下の成長は決して攻撃面だけではなく、レシーブ時の重心の低さにこそ

現れていると感じています。保坂と同様に下半身と体幹が充実し、これまでは高い位置で触

っていたボールを低い位置まで腰を落として触れるようになったことで、取れるボールの

範囲が広がり、鍛えた体の筋力を上手くボールに伝えられるようになりました。体を鍛えて

もパフォーマンスに直結させることは実は難しいことですが、周りが思っているよりも冷

静に判断できていることが今の上昇一途につながっています。また、山下は持ち前のエネル

ギーで見ている人たちを前に向かせることができるので、プレーへの集中力が高まり、それ

ゆえ目の前の出来事が自然と熱を帯びるようになります。これまではベンチで休んでいた

プレーヤーたちも試合に参加させ、チームを戦う集団へと変革させつつあります。自分にも

絶対にできると言う信念が様々な人たちの背中を押しているので、長く突破できていない

結果の壁をいつか突き破ってくれることを期待しています。 

 

春リーグ 3 位となったことで、2 週間後の中四国は第 3 シードとなり、勝ち進めば準決勝で

福山平成大学と対戦します。相手は昨日東亜大学と接戦を演じ、4 月末からの 2 週間で状態

を大きく上げてきましたので、Second Stage のように広大相手でも簡単には得点を許して

くれないでしょう。少ないチャンスをものにするには、細かいプレーの精度を上げることが

大切です。相手も同じようにミスをするので、何となく自分たちのミスも仕方がないとなり

がちですが、実力差のある相手にそこで合わせていては勝機はありません。つなぎのボール



やネット際の処理では、失点したもの、失点につながったものがたくさんありましたが、そ

れらをもし得点に変えることができれば、2 回分で計算すると-2 が+2 になりますので、4

点分も展開が変わることになります。失点を恐れてしまうとプレーが小さくなり得点が遠

くなりますので、攻める姿勢は常に維持しながら、防げるミスを防げるように、この 2 週間

で取り組んで欲しいと思います。 

 

今週末（5/18）は広島大学北体育館で春季リーグ入替戦が行われます。 

2 部 2 位の広大女子は、第 1 試合（10:00 開始）で 1 部 5 位の広島文化学園大学と対戦しま

す。 

引き続きよろしくお願いいたします。 


